












要旨:望ましい育児環境とは、子どもの心身の発達や健康を促進するようはたらく環境であ

るといえよう。ひと言でいえば発達促進的環境といってもよい。ちなみに、育児とは、子

どもの生命を守り、心身の発達を助け、その健康の増進をはかり、そして社会のなかで生

活していけるように育てることである。育児には、身体的、心理的そして社会的なレベル

での複雑な働きがあるといってよい。母親のみで、あるいは母子関係のみでこれだけのこ

とをなし得るとは思われない。一方、現在の家族状況、すなわち、親、きょうだい、近隣

の育児サポートの得られない核家族状況、母親就労やそして母親(女性)の広義の社会参加

への強い志向を考えると、母親のみが育児を行なうこと、望ましい育児環境を提供するこ

とは、難しいといえよう。 

現在の家族の置かれているこのような心理社会的状況から、父親も育児においてその役割

を果たしていくことが必要不可欠であろう。本研究では 3年間にわたり、育児における父

親の役割とは何かを基本的なテーマにし検討をかさね、その最終報告として諸研究を総括

し、父親を育児支援のひとつの柱として母子保健活動に組み込むため、以下の諸点を提起

する。 


